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学童の待機児童の現状

• 新年度利用開始の申込者全入期間に申し込みが間に合えば、低学年と障がいのあ
る児童は必ず入会できる。
→そのため待機児童は存在しないというのが町田市の見解

• ２０２５年度 学童待機数

• 待機児童＝保育が必要なのに利用できない。留守番をさせる？親が仕事を辞め
る？親の病気が保育理由ならどうなる？

4月1日時点 7月1日時点 8月1日時点

待機のあるクラブ ９クラブ ７クラブ １４クラブ

待機数 ７２名 ５０名 ６９名

4月からの一斉入会の申し込み期間の後から保育が必要となった家庭
も高学年の家庭も「待機」している。サービスの拡充は必要。



町田市の現状
学童に入れなかった時に利用するサービス

• 保育園の、学童一時預かり

• ファミリーサポートセンター事業

• 子どもセンター

• 子どもクラブ

• 習い事やその他民間の保育サービス

• 留守番

誰かが見ている「保育サービス」
学童一時預かりは待機の多い地域は供給少ない
ファミサポはマッチングがうまくいかない可能性
があり、日常的に利用するには費用負担が課題

子どもが一人で利用できる遊び場、居場所
開館時間が１０時〜

平日休みもある。ランドセル来館ができないた
め一旦帰宅が必要。保育の提供はない。

家庭が全額自費で対応するもの
選択的で自由度が高いが家庭の負担大

大人の目が必要、サポートが必要と
考えているから学童に申し込んでい
るのでこの選択肢はNG



以下の解決策

• 子どもセンター

• 子どもクラブ

• 習い事やその他
民間の保育サービス

選択的で自由度が高
いが家庭の負担大

開館時間が１０時
平日休みもある
学校から真っ直ぐ
行けない

開館時間を早める
平日休みを少しでも減らす
ランドセル来館を導入する

習い事等の利用に対して補助金を出す
東京都シッター助成の実施
民設民営の学童への補助実施

全て未実施

現状、町田市では１学校１学童しか選択肢がない。
その学童があまり子どもにあっていなかったら？→辞めても他に選択肢がない。



町田市の
学童退会理由

• 2025年4月1日〜
2025年12月31日に
退会のあった児童の退会理由。



学童保育退会理由の自由記述欄を分析すると

（自由記述欄内のみでの傾向分析）



学童保育退会理由の自由記述欄を分析すると



人口２０万人以上 学童申し込み
民設民営
への補助

町田市
選択的でない（記入欄
は第二希望まであるが１学校
１学童）

八王子市 第四希望まで

三鷹市 選択的でない

府中市 選択的でない あり

調布市 第四希望まで

小平市 選択的でない あり

西東京市 第二希望まで

https://kosodate.city.hachioji.tokyo.jp/material/files/group

/13/R8bosyuannai2.pdf

他市の状況

町田市のように選択的ではない自治体
がどれだけあるのか？
↓の八王子の事例のように、そもそも
入会申請で、希望学童を選択できる自
治体も多い。

選択的でない自治体は、上記７自治体中
町田市含めて２自治体のみ。



東大和市の事例



東村山市のランドセル来館


